
熱中症とは

健康管理

□ 糖尿病、高血圧症、心疾患等の疾患は、熱中症の発症に影
響を与えるおそれがあります。健康診断の際には、高温多湿
場所での作業の有無又は可能性について医師に伝えた上で、
医師などの意見に基づき就業上の措置を徹底しましょう。

□ 朝礼などの際には、睡眠不足、体調不良、前日の飲酒、朝食
の未摂取、風邪などによる発熱、下痢などによる脱水など、
熱中症の発症に影響を与えるおそれがある状態かどうかを
確認しましょう。

救急処置

□ あらかじめ、緊急時に直ちに熱中症に対応できる近隣の病院、
診療所の情報を把握の上、緊急連絡網や救急措置の手順を
作成し、関係者に周知しましょう。

熱中症対策をしましょう
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休憩

□ 水分や塩分の補給を、定期的、かつ容易に行えるよう、飲料水などを備え付けていますか？

□ 長期の休み明けは、熱に対する慣れの度合いが低下している可能性があることにも注意して運行計画を立てていますか？

□ 尿の回数が少ない、または尿の色が普段より濃い状態は、体内の水分が不足している状態である可能性があります。水分や塩
分の摂取を確認する表の作成、作業中の巡視での確認などにより、水分や塩分の摂取の徹底を図っていますか？

□ トイレに行きにくいことを理由として水分の摂取を控えることがないよう、運転者がトイレに行きやすい環境を作っていますか？

作業中

□ 体温計などを常備し、必要に応じて身体の状況を確認できるようにしていますか？

□ 高温多湿作業場所などで、連続作業時間の短縮を図っていますか？

□ 熱を吸収する服装、保熱しやすい服装は避け、クールジャケットなどの、透湿性・通気性のよい服装を着用させていますか？

□ 直射日光下では、通気性のよい、日よけ用布や帽子（クールヘルメット） などを着用させていますか？

平成30年における職場での熱中症による死亡者数は28人と、平成29年と比べて2倍となりました。死傷者数（死亡者数と休業4日以上の業務上疾
病者数を加えた数）は、1,178人と前年の2倍を超えています。熱中症による年間の死傷者数は、近年400～500人台でしたが、1,000人を超えたの
は、過去10年間で最多となっています。死亡者数を業種別にみると、建設業が10人と前年同様最も多いのですが、前年死亡者のいなかった製造
業で5人、運送業で4人発生しています。特に屋内作業での増加が目立っています。死傷者数では、警備業が前年のほぼ3倍、製造業、運送業が
前年のほぼ2倍となっています。熱中症対策をきちんとし、安全安心運行を行いましょう。

高温多湿な環境下において、体内の水分及び塩分（ナトリウムなど）の
バランスが崩れたり、体内の調整機能が破綻するなどして発症する障害
の総称で、表１のような様々な症状が現れます。Ⅱ度に分類される症状
が現れた場合は、病院などに搬送することが望ましく、Ⅲ度に分類され
る症状が現れた場合は、直ちに救急隊を要請する必要があります。

以下のチェックリストで自主点検をしてみましょう。


